
理科学習指導案

科 目 理科総合Ａ 使用教科書 理科総合Ａ

指導クラス 単元 エネルギーを使ってする

仕事

単元の目標 エネルギーを正しくとらえ仕事との関係について理解させる。

本時の位置 ８時間中の６時間目

本時の主題 位置エネルギーと運動エネルギーを実験的に確かめさせる。

生徒実験に積極的に参加する【関心・意欲・態度】

本時の目標 実験の内容を正しく理解する【知識・理解】

実験結果から意味ある内容を導き出す 【思考・判断】。

本 時 の 展 開

学習項目 教師の働きかけ 学習活動 評価の観点 指導上の留意過程
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